
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
80％以上

・校内研修等により取組の推進を図る。
・全職員が、指導案検討、模擬授業に
関わり、共通理解のもと授業研究会を
行う。

Ａ
・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成
果指標を達成した教師は９0％。
・すべての授業研究会で、グループ研・全体研・模
擬授業を行い、全員で授業づくりを行った。

Ａ

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を達
成した教師は１００％。
・授業研究会では毎回、全職員が指導案検討、模擬授業等、
授業づくりに関わり、共通理解・共通実践できた。 Ａ

・学年に関わらず、学校が授業の流れを共通理解して、授業
作りをしていることは、進級や職員の異動等環境が変わって
も、子どもたちが見通しを持って学習に臨めるので、続けてほ
しい。

研究主任
学力向上対策コーディネー
ター
研究主任

○小中連携し、児童が主体的に学ぶ授
業改善

○全学級で授業研究会を実施する。
○「授業で課題解決に向けて、自分で
考え自分から取り組んでいた」と回答す
る児童を９３％以上にする。

・授業づくりのステップ１．２．３を意識し、目
的を持った書く活動や話し合う活動を取り入
れ、授業改善を図る。
・中学校区内の、合同研修会や相互の授業
参観を行う。

Ａ

・「授業で課題解決に向けて、自分で考え自分から取り組んで
いた」と回答する児童は９６％。
・１１月までに、４学年が研究授業を実施。
・夏休みにリモートで、町内小中学校合同研修会を実施。
・全職員が、有田中、有田中部小の授業研究会に参加。

Ａ

・「授業で課題解決に向けて、自分で考え自分から取
り組んでいた」と回答する児童は９２％。
・全学級で研究授業を実施。研究協議では、毎回「書く
活動の工夫」「話し合い活動の工夫」「めあての質・振
り返りの視点」の柱で、研究テーマに迫る議論ができ
た。

Ａ

・アンケートの結果からも、すすんで学習に取り組んで
いる様子がうかがえる。
・子どもたちの家庭での学習を見ていても、自分です
すんで課題へ取り組んでおり、しっかり学校で指導して
いただいている印象がある。

研究主任
学力向上対策コーディネー
ター
研究主任
学習部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「友だちを大事にして、仲良く過ごす
ことができた」と考える児童の割合を９
０％以上にする。

・ふれあい道徳などの公開授業やふれ
あい活動(縦割り班活動)の中で、思い
やりの心や感謝の気持ちを育てる。 Ｂ

・「友だちを大事にして、仲良く過ごすことができた」と
考える児童は９７％。
・ふれあい道徳は、１１月８日に今年度初めて授業参
観を実施し、６学年中２学年実施。他の学年は今後実
施予定。

Ａ

・「友だちを大事にして、仲良く過ごすことができた」と考える児童は９
７％。
・ふれあいタイムや、人権集会、人権週間の他、年度途中から特技
集会を始め、自己や他者理解・自尊感情の醸成につながった。
・ふれあい道徳は、中間評価以降授業参観ができず、全学級実施が
できなかった。

Ａ
・学年や性別に関係なく、仲よく遊ぶ姿をよく
見かける。思いやりの気持ちを大切にしてい
る事がわかる。

道徳教育推進教師
人権同和教育担当
特活生活部
教育相談担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「人権・同和教育、道徳教育を充実
し、いじめ防止に努めた」教職員９０％
以上

・Q-Uテストや毎週の「元気カード」の結果を
もとに、児童理解に努める。
・個人面談を行い、一人一人の児童と担任
等との対話を積極的に行う。

Ａ
・「人権・同和教育、道徳教育を充実し、いじ
め防止に努めた」教職員は１００％。
・Q-Uテストは６月に１回目を実施。２回目を
１２月に実施予定。

Ａ

・「人権・同和教育、道徳教育を充実し、いじめ防止に努めた」教職員
は１００％。
・２回目のQ-Uテストを１２月に実施し、分析の職員研修を実施し、学
級の傾向や気になる児童の支援について共通理解を図った。
・担任と児童の個人面談を行った。

Ａ
・来校した際、子どもの頑張りや出来事やそのときのこ
どもの気持ちを話してくださり、先生方が一人一人との
対話を積極的に行ってくださっていると感じる。

道徳教育推進教師
人権同和教育担当
特活生活部
教育相談担当

●健康・体つくり

●安全に関する資質・能力の育成 ●児童の交通事故をゼロにする。 ・１学期に交通教室、学期始めに集団登校、
毎月１回集団下校を行う。
・登校班確認、通学路の点検、防犯ふれあ
い隊と連携し、見守り活動を推進する。

Ｂ
・児童の登下校中の交通事故ゼロを続けて
いる。
・交通教室は、臨時休校や天候不良等で延
期となり、１２月に実施した。

Ａ

・児童の登下校中の交通事故ゼロを達成した。
・毎学期始めに集団登校期間を設定し、児童の登校の様子や通学路
の状況をノートに記録し、指導に役立てた。
・集団下校の日、見守り隊の定例会で情報交換を行い、安全指導に
役立てた。

Ａ
・集団登校、集団下校では、上級生が下級生を気遣いながら、
登校する姿が見られた。
・交通事故ゼロは、みなさんのおかげだと思うし、防犯ふれあ
い隊の日々の見守りには、感謝している。

生徒指導担当
安全教育担当

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・会議時間の縮減に努める。
・出退勤システムで、職員の時間外勤
務を常時把握する。
・１８時３０分までの退勤を促す。

Ａ
・全職員の時間外勤務時間の平均３０時間。
・会議は勤務時間中に実施できている。
・おおむね１８時３０分までに退勤できているが、自
宅で仕事をしている実態もあり、多忙化解消に努め
る。

Ａ
・学期末に、学級事務週間を設け、学級事務をす
る時間を確保し、時間外勤務の縮減に努めた。時
間外勤務時間は、上期に比べ下期は減少した。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の推進

○全職員による共通理解と組織的支援 ○「支援を要する児童への対応の仕方
の理解が深まった」と考える教職員９
０％以上

・特別支援教育に関わる研修を年５回
以上行い、専門的知識を深める。
・毎週「子どもを知る会」を実施し、支援
についての共通理解を図る。

Ｂ

・「支援を要する児童への対応の仕方の理解が深まった」と考
える教職員は１００％。
・今年度は、講師を招いての職員研修は見合わせている。
・「子どもを知る会」は、毎週実施し、支援の仕方の共通理解、
ケース会議への連携等機能している。

Ａ

・「支援を要する児童への対応の仕方の理解が深まった」と考える教
職員は１００％。
・毎週水曜日「子どもを知る会」を実施し、支援の共通理解ができた。
・スクールカウンセラーを講師に、発達障害への理解を深める職員研
修を実施した。

Ａ

・毎週気になる子や出来事の支援や対応について共通理解を
図る「子どもを知る会」は評価に値する。担任だけでなく、他の
先生や管理職まで全校児童の情報が共有されていて、困り感
に寄り添った支援をしていただいているので、保護者の安心感
につながっていると思う。

特別支援教育コーディネー
ター

○地域と連携した教育活
動の推進

◎地域の人材や、教育資源を活用した
体験活動の充実

○「学校は保護者・地域と連携しながら
教育を行っている」と考える保護者９
０％以上

・世界に誇れる有田焼をはじめ、地域
の歴史・文化等、地域の人的・物的教
育資源を活用した学習を年間を通して
計画的に行う。

Ｂ
・多くの行事を中止・規模縮小したが、焼き物
作りや歴史民俗資料館との連携等行った。
・ＰＴＡの誕生給食や親子レク等は、今年度
実施できていない。

Ａ

・「学校は保護者・地域と連携しながら教育を行っている」と考
える保護者は１００％。
・ゲスト審査員をお招きし、「焼き物展」を実施した。
・３．４年生が、町に古くから伝わる「大蛇伝説」を、保存会の協
力を得ながら発表した。
・

Ｂ

・コロナ禍で、中止や規模縮小された行事が多く残念。学校はやり方を工夫し
て実施していただいたことには感謝している。ＰＴＡの誕生日給食は、来年度
は是非実施したい。
・委員の中には、文化・芸術に精通されている者も多く、焼き物以外でも、子
どもたちに様々な体験活動をするために協力していきたい。
・学校便りを見て、学校のあたたかさを感じ、楽しみにしている。

教頭
指導教諭

○落ち着いた生活態度の
育成

○全児童が落ち着いて生活できる静か
な環境づくり

○「あいさつ、静かな廊下歩行、無言掃
除などができた」という児童が８０％以
上にする。

・「有田っ子プライド」（月目標）を全職員
で共通理解を図り、指導を徹底する。
・職員があいさつ運動を実施する。

Ａ
・あいさつ、静かな廊下歩行、無言掃除など
ができた、という児童が９６％。
・全校朝会や、集団下校時に継続して指導を
続けている。

Ａ

・あいさつができた児童９４％、静かな廊下歩行ができた児童
８２％、無言掃除ができた児童８７％。
・「有田っ子プライド」（月目標）については、担当が全校児童に
クイズや掲示物等工夫して指導したり、学級で朝の会で唱和し
たりして、意識を高めることができた。

Ａ

・来校した際の、元気なあいさつや無言掃除をする子どもたち
の姿に感心している。学校内だけでなく、町内でもよくあいさつ
してくれて、今後も指導を続けてほしいし、保護者・地域も協力
していきたい。

生徒指導担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・校⻑のリーダーシップのもと「有⽥⼤好き 進んで学ぶ さわやか有⽥っ⼦」を合⾔葉に、全職員が⼀丸となって学校目標の実現のため全⼒で取り組んだ。授業研究会においても、毎回全職員で授業づくりを⾏い、「共通理解・共通実践」できた。
・保護者、PTA、地域との連携は、中⽌や規模縮⼩等状況に応じて判断することが続いたが、できる限りのことはやり⽅を⼯夫して⾏い、学校評価保護者アンケートにおいても肯定的に評価していただいた。来年度は、「コロナ禍でできなかったから例年通り実施」「やり⽅を考え実施」「対教育効果を考え実施しない」等、⾏事の精選の視点も⼊れ協議して
いく。
・「⼦どもを知る会」を毎週⽔曜⽇に実施し、全職員で「気になる⼦」への⽀援を共通理解できた。学校・児童に関わる危機の未然防⽌・早期対応のための貴重な会議となっている。今後も続けていきたい。
・今年度の重点項目に加え、来年度は⼀⼈１台タブレットが配置されたメリットを⽣かし、「ＩＣＴ利活⽤教育の推進」にも⼒を⼊れていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・校⻑のリーダーシップのもと「有⽥⼤好き 進んで学ぶ さわやか有⽥っ⼦」を合⾔葉に、全職員が⼀丸となって学校目標の実現のため全⼒で取り組んだ。保護者、PTA、地域との連携も良好であった。
・「⼦どもを知る会」を毎週⽔曜⽇に実施し、「気になる⼦」についての情報共有・共通理解を全職員で図り、関わり⽅等について協議し実⾏していった。SC,SSW,医療機関との連携も速やかに⾏うことができた。全職員で共通理解し指導していくことができたことが、問題⾏動や不登校や重⼤ないじめの事案が起きなかった要因
と思われる。

２ 学校教育目標 ふるさとを⼤切にする、たくましい有⽥っ⼦の育成

３ 本年度の重点目標
①学⼒向上をめざし、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図る。
②特別⽀援教育を充実させ、気になる⼦への⽀援を全職員で組織的・継続的に⾏う。
③地域と連携した教育を推進し、児童が郷土を愛し、誇りに思う心情を育てる。

学校名 有田町立有田小学校

４ 重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


